









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































種類 21年4月データベース名 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
(1)図書・雑誌所蔵目録
(OPAC)
検索件数(a) 16,403 22,578 22,655 24,269 23,602 20,777 25,268 25,258 22,814 21,082 18,335 15,547 258,588
(2)マイクロ／デジタル資料・和古
書所蔵目録
検索件数(i) 5,320 6,664 7,074 6,219 5,3184,536 7,086 6,465 5,629 6,962 7,839 13,654 82,766
(3)国文学論文目録データベース 検索件数(i) 95,607 96,88091,927 94,789 63,309 67,589 98,059 106,762 97,164 81,767 41,854 36,229 971,936
検索件数(i)(4)日本古典籍総合目録 36,610 47,328 41,944 37,517 41,456 43,353 53,692 65,829 69.747 65,180 63,991 47,283 613,930
(5)コーニツキー版欧州所在日本
古書総合目録
検索件数(i) 4,541 1,562 1.156 966 1,046 859 1,033 2,206 1,046 1,228 1,250 1,535 18,428













検索件数(i) 100 299 265 183 328 215 230 232 466 486 2,804
(8)古筆切所収情報データベース 検索件数(i) 176 253 291 466 239 240 181 167 288 164 573 624 3,662
(9)和刻本漢籍総合データベース 検索件数(i) 236 307 300 266 189 188 310 252 244 216 420 447 3,375
(10)連歌・演能・雅楽データベー
ス
検索件数(i) 742 914 932 800 1,010 1,004 1,186 2,006 769 981 1,002 1,176 12,522
(11）収蔵アーカイブズ情報データ
ベース
利用回数(o) 4,873 5,329 5,171 5,321 6,845 4,438 5,180 4,327 4,301 4,398 6,308 4,771 61,262
(12）「史料所在情報・検索」システ
ム
検索件数(a) 109 194 198 152 201 140 16(） 178 115 167 205 75 1,894
(13）史料情報共有化データベース 検索件数(i) 776 616 623 736 1,502 903 433 389 539 464 574 777 8,332
(14）伊豆韮山江川家文書データベ
ース
利用回数(o) 1,082 7821,055 811 728 575 3,201 3,998 1,895 484 7,619 535 22.765
(15）日本古典文学本文データベー
ス
新規登録者数 21 20 24 2(） 22 13 22 18 15 16 9 10 210
検索件数(a) 1,678 3,595 3,405 2,979 2,8283,533 3,728 3,890 3,806 2,600 1,844 2,310 36,196
(16-1）二十一代集データベース 検索件数(o) ＊ログ収集方法検討中 －

























408,93123,292 27,56123,392 27,20143,67630.18］ 26,054 27,18841,895 50,720 42,248 45,523
(19-2）古事類苑データベース（全
文検索版）
3,773285 369325348 305 285検索件数(i) 296 1998 351 618 384
(20-1）歴史人物画像データベース ページ閲覧数
(a)
26,948 440,02529,15832,372 37,98635,650 39,00030,935 31,218 32,15557,805 51,139 35,659
20,3311,027 1,0381,250 1,1042,514 1,295(20-2)歴史人物画像データベース 検索件数(i) 1,797 2,520 2,1801,771 2,433 1,402
ページ閲覧数
(a)
(21）新奈良絵本画像データベース 54,001 639,00160,72352,775 69,39745,499 57,247 54.47560,983 47,499 46,05644,238 46,108
5,085 93,5109,2569,052 7,379利用回数(o) 6,220 11,651 8,854(22）実業史絵画データベース 8,178 9,011 5,348 5.2718,205
6,091574602 384353 393検索件数(a) 494 482(23）館蔵和古書画像データベース 1,032 442 477 435423
4,572590 575333 330193 243(24）古典学統合データベース 検索件数(i) 398 323 367298 516 406
1,853380139 274125 92検索件数(i) 98 104(25）伝記解題データベース 83 150 166 137 105
(26）国際日本文学共同研究データ
子＜－ス
4,420963 2,581107 13095 127検索件数(i) 34 11263 94 50 64
3,285515268 284207 148検索件数(i) 291 522(27）館蔵神社明細帳データベース 201 236 271175 167 ????????、?
(28）アーカイブズ学文献データベ
ース※2009.7.24公開
497 3,518268 287423 353検索件数(i) 478 424409 379
データベースサービスシステム総合窓口業務件数
1227 57 613 12Web受付 8 15 1215 8 14




















































































































































































































































































































































































































































ているo平成18年末に従来の「国書基本デー タベー ス（著作編)」「古典籍総合目録デー タベー ス」





























所蔵者 コレクション 目録 データ数
宮城県図書館 小西文庫 宮城県図書館蔵小西文庫和漢書目録（昭和58年
刊特殊文庫目録第1冊）
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宮城県図書館 伊達文庫｜宮城県図書館蔵伊達文庫目録（昭和62年刊） 1,880
龍谷大学附属図書館大
宮分館
写字台文庫ほ
か
龍谷大學大宮圖書館和漢古典籍分類目録總記・
言語・文學之部
入力中3,543
東海大学中央図書館
皇學館大学神道研究所
高野山大学図書館
富山市立図書館
桃園文庫
毎文社文庫
大山文庫
山田孝雄文庫
桃園文庫目録（昭和61年刊）
原田敏明先生旧蔵毎文社文庫目録（平成8年刊）
大山文庫目録（平成3年刊）
山田孝雄文庫目録（平成19年刊）
入力中1,148
213
24
395 入力中
大阪歴史博物館 羽間文庫 大阪歴史博物館所蔵羽間文庫古典籍・古文書目録
(平成16年刊）
宮城教育大学所蔵管理換図書目録（国語関係）・
和漢書古典目録（拾遺）（昭和61年刊）
1,729
宮城教育大学附属図書
館
17
??
計 8,996
■
4．学術企画連携部
【総括】
学術企画連携部は、講演、展示、シンポジウム、セミナー等の各種イベントを通じて、館の学問的
成果を広く社会に還元し、社会貢献を具体的に実現することを任務としている。あわせて国際的連携
を多様に行う館の取り組みも盛り込み、その活動はそのまま国際社会への貴重な貢献を担っている。
平成21年度において、各事業を以下のとおり実施し、その目的を十分に達成することができた。
また、平成22年度からの第2期中期目標・中期計画期間においても、第1期と同様に優れた研究
成果を発信して行き、社会への還元を図るとともに、当館の知的財産として蓄積していく予定である。
国際交流室
○概要
平成21年度の国際交流事業は、昨年度までと同様に国際シンポジウムの開催、研究者の受け入れ、
学術交流協定の締結などを中心に、活発に実施されたといえる。
特に、高麗大学校日本研究センター（大韓民国）と学術交流協定を締結し、今後、高麗大学校日本
研究センターの教員を中心とした韓国の日本古典文学研究者との共同調査・研究のかたちで推進する
ことが検討されている。
○活動記録
【国際シンポジウム等の開催】
（1）日台共催シンポジウム･｢キャラクターの古典化」
日程：平成21年5月17日
場所：台湾大学文学部国際会議室
目的：研究プロジェクト「古典形成の基盤としての中世資料の研究」の研究活動の一環と
した国際シンポジウムで、台湾大学日本語文学科と当館が共同主催した。
48
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参加者：74名
(2)第33回国際日本文学研究集会「語られる人称。なぞらえる視点」
日程：平成21年11月28日～29日
場所：当館大会議室
目的：日本文学研究に対する、海外からの客観的かつ新鮮な視点を受け容れつつ、日本文
学研究のあるべき姿を広い視野から探り、その国際的展開を目指し、毎年秋に開催
している。
参加者：97名（延べ人数）
【海外研究者の受入】
(1)外国人研究員の招聰
①文学形成研究系客員教授陳明姿（台湾大学日本語文学科教授）
招へい期間：平成21年6月20日～平成21年9月19日
所属研究系：文学形成研究系（客員教授）
研究プロジェクト名：古典形成の基盤としての中世資料の研究
②文学資源研究系教授陳先行（上海図書館研究館員（教授)）
招へい期間：平成21年11月1日～平成22年1月31日
所属研究系：文学資源研究系（客員教授）
研究プロジェクト名：和刻本（五山版．近世初期刊本）の研究
【学術交流協定締結】
高麗大学校日本研究センター（大韓民国）平成21年11月25日締結
【海外機関との交流】
(1)海外機関からの視察
①オマール・ボンゴ大学（ガボン共和国）准教授ミカラギィノーノエル氏
実施日：平成21年12月9日
目的：同センターと当館の学術交流の可能性を探るため。
②フランス高等研究院（フランス共和国）宗教学部長フィリップ・オフマン氏
実施日：平成21年12月29日
目的：資料保存とその活用について意見交換及び資料保存施設の見学
(2)国際会議等への参加
今西祐一郎5月日台共催シンポジウム「キャラクターの古典化」に参加（台湾）
武 井協三5月〃
相田満5月〃
陳捷6月フランス極東学院主催出版史学会に参加（フランス共和国）
加藤聖文6月東亜歴史財団主催「間島協約締結100年記念国際学術会議」に4おいて報
告（大韓民国）
渡辺浩一6月英米歴史家会議に参加（連合王国）
山口優子7月台湾日本語文学会七月例会において発表（台湾）
野本忠司7月国際会議SIGIRにおいて発表（アメリカ合衆国）
野本忠司8月国際会議ACL-IJCNLP2009に参加、EMNLP2009において発表（シ
ンガポール共和国）
今西祐一郎9月コレージュ・ド・フランス日本学高等研究所創立50周年記念シンポジ
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ウムに参加（フランス共和国）
〃
〃
〃
国際学術検討会に参加（台湾）
EAJRSにおいて発表（連合王国）
〃
国際シンポジウム「日本近世文学・文芸の中心と周縁」に参加（大韓民国）
湘江工商大学日本文化研究所における国際シンポジウムにおいて発表
(中華人民共和国）
日本文学の国際的共同研究基盤の構築に関する調査研究の国際研究会議
に参加（連合千国）
イタリア日本文学研究集会、AISTUGIA、ヴェネチア大学との日本文
芸合同研究集会に参加（イタリア共和国）
〃
久保木秀夫
谷川恵一
寺島恒世
陳捷
伊藤鉄也
大内英範
鈴木淳
入口敦志
????????????????
今西祐一郎9月
小林健二9月
武井協三
船崎多惠子
山下則子
相田満
陳捷
伊藤鉄也
、今西祐一郎
江戸英雄
加藤聖文
今西祐一郎
木村裕樹
齋藤真麻理
谷川恵一
???????????????????
??
〃
〃
PNC2009において発表（台湾）
学会において発表（中華人民共和国）
第5回インド日本文学会において発表（インド共和国）
第5回インド日本文学会において講演（インド共和国）
第5回インド日本文学会において発表（インド共和国）
台湾中央研究院主催国際シンポジウムにおいて報告（台湾）
ワークショップ「集と断片」に参加（フランス共和国）
〃
〃
ワークショップ「集と断片」において発表（フランス共和国）
展示企画幸
【展示】
（1）通常展示( ) 示「和書のさまざま」
概要：《本》のさまざまな形態を体系的に紹介しながら、日本の古典籍がどのように読み
伝えられて来たのかを当館所蔵資料を使い展示した。
日程：平成21年4月27日（月）～6月19日（金）
場所：当館展示室
鑑賞者：899名
(2)人間文化研究機構連携展示「百鬼夜行の世界」
概要：近年、想像力の文化や精神世界への関心の高まりとともに、その一環としての怪異
や妖怪画が注目を集め学際的な研究が展開されている。国立歴史民俗博物館、国文
学研究資料館、国際日本文化研究センターでは、これまで怪異・妖怪に関する共同
研究や異界についての企画展示を開催し、関連する資料の収集を行っていた。本展
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示では、「百鬼夜行絵巻」を中心に取り上げ、その発生と展開、影響関係を体系的
に展示し、最新の研究成果を国内外に発信することを目的とした。
日程：平成21年7月18日（土)～8月30日（日）
場所：当館展示室
鑑賞者：3,712名
特別鑑賞料：大人300円高校生以下は無料
(3)特別展示「江戸の長編読みもの－読本・実録・人情本一」
概要：本展示では、主として江戸時代後期（19世紀前半）に流布したく後期戯作〉のう
ち、読本・実録・人情本の3ジャンルを取り上げ、当館研究プロジェクトの成果と
して、〈近世小説〉諸ジャンルのうち初めての本格的長編小説と見なされるく後期
読本〉が、いかにして〈読本様式〉を整え、〈後期戯作〉の中心的なジャンルと見
なされるに至ったか、その流れを主体として構成した。
また、並行して、同時期に多くの読者を得た実録写本を紹介し、読本に与えた影
響について触れるとともに、女性読者にアピールした人情本が、読本から派生して、
酒落本・滑稽本・実録などの影響を受けながら新ジャンルを形成していく過程を追
いながら、珍しい文政期人情本を紹介する展示を行った。
日程：平成21年9月25日（金）～10月23日（金）
場所：当館展示室
鑑賞者：503名
(4)特別展示「物語の生成と受容」
概要：かな文字の誕生により日本語の書記能力が高まった平安時代は、虚構の世界の中で
生きる人びとの真情や言葉を細かく書き表し、またそれらを豊かに読み味わうよう
になった物語の時代でもあった。
当館の「平安文学における場面生成研究プロジェクト」では、このような平安時
代の物語文学を主たる対象として、物語はどのように作られていくのかという生成
の問題と、物語はどのように受け継がれていくのかという受容の問題を研究してき
た。
本展示では、本研究プロジェクトの研究成果にのっとった視点で、平安物語に関
連する作品を体系的に展示することを試みた。
日程：平成21年11月9日（月）～11月23日（月）
場所：当館展示室
鑑賞者：523名
(5)企画展示「能楽資料展」
概要：当館が開催した連続講演「表氏八十以後能楽談儀一能楽研究百年史の争点を洗う－」
に合わせて、当館所蔵・当館寄託・個人所蔵の能楽に関するさまざまな資料を展示
した。
日程：平成21年12月7日（月）～12月25日（金）
場所：当館展示室
鑑賞者：292名
(6)特別展示「江戸の歌仙絵一絵本にみる王朝美の変容と創意一」
概要：百人一首、三十六歌仙の歌仙絵を基本に、歌人、狂歌師、俳譜師、遊女、武者、役
う1
う2
者、職人などの描画における、モティーフとしての歌仙絵の在り方を幅広く捉え、
江戸の絵本を中心に、その画像の展開と変容を跡づける。また、歌仙絵と肖像画、
歌仙絵の様式、歌仙絵の雅俗、その他の創造的な視点から問題を取り上げ、歌仙絵
が絵画や文芸の上で果たした役割を多角的に追求する。プロジェクトのこれまでの
絵本研究会及び国際絵本シンポジウムにおける成果を踏まえ、かつ当館展示にふさ
．わしい、文学との関わりを意識した内容とした。
日程：平成22年1月8日（金）～2月5日（金）
場所：当館展示室
鑑賞者：1,413名
広報出版室
○概要
【講演会】
（1）連続講演
日本文芸の普及を図り、古典について広く深く理解してもらうため、第一線で活躍している研
究者による連続講演を、平成12年度から年1回（全5回）開催している。平成21年度は、「表
氏八十以後能楽談儀一能楽研究百年史の争点を洗う－」と題し、法政大学名誉教授表章氏による
連続講演を行った。
なお、本連続講演と合わせ、展示室において企画展示「能楽資料展」を開催し、参加者の参考
となるようにした。
また、この講演は、これまでの連続講演と同様に笠間書院から『古典ルネッサンス』シリーズ
として刊行の予定である。
名称：平21年度連続講演
テーマ：表氏八十以後能楽談儀一能楽研究百年史の争点を洗う－
講師：表章（法政大学名誉教授）
日程：平成21年10月26日、11月9日、11月30日、12月7日、12月21B14時30分
～16時00分
第1回『花伝』成立論と世氏用字法探索と～世阿弥能楽論研究の進展と課題～
81名
第2回作者研究と作品研究の流れ～小段理論・古注の活用・作品史など～
75名
第3回観世信光と金春禅鳳～室町後期の新しい動き75名
第4回徳川綱吉・家宣の功罪～大混乱の中の新傾向～79名
第5回「座」「流」と「大夫」「家元」～能楽史研究の動向と展望76名
場所：当館大会議室
参加者数：386名（延べ）
（2）サテライト講座
当館が品川区から立川市へ移転したことを踏まえ、移転前から来館していた利用者など、都心
の利用者に向けた講座を東京堂出版神保町第1ビルディングで開催した。
本年は「平安文学への招待」をテーマに今西祐一郎館長、中村康夫教授が講演を行い、各講演
終了後に参加者から多数の質問が出るなど、好評であった。
IⅢ情報事業センター
名称：平成21年度サテライト講座
テーマ：平安文学への招待
講演：「歴史が書かれない時代」中村康夫（当館文学形成研究系教授）
「源氏物語はなぜ「不敬」が書けたのか」今西祐一郎（当館館長）
日程：平成21年11月14日(Ja)13:30～16:30､
場所：東京堂出版神保町第1ビルディング
参加者数：91名
【アーカイブズ・カレッジ】
多様な史資料を取扱う専門的人材を養成するため、また大学院の教育に協力するため、長期コース・
短期コースをそれぞれ年1回開催する。また、カリキュラム等の改善を図るため、講義を担当するア
ーカイブズ研究系教員を中心にカリキュラム研究会を実施する。
長期コースは、前期7月21日（火）から4週間、後期8月31日（月）から4週間の日程で国文学
研究資料館において開催し、36名が受講した。うち史料保存機関職員や大学教職員などの社会人は
18名、大学院生は18名であった。このうち大学院の単位となったものは7名であった。なお今年度、
長期コースの全6科目を修了した14名に修了証書を授与した。短期コースは、11月9日（月）～14
日（士）に佐賀大学附属図書館（佐賀市）で開催され、33名が受講した。うち史料保存機関職員や
大学教職員などの社会人は28名、大学院生は5名であった。
（1）長期コース
日程：平成21年7月21日（火）～8月14日（金）、8月31日（月）～9月25日（金）
場所：当館オリエンテーション室ほか
受講者：36名
（2）短期コース
日程：平成21年11月9日（月）～14日（土）
場所：佐賀大学附属図書館
受講者：33名
【日本古典籍講習会】
日本古典籍講習会は、日本古典籍の整理・目録化を促進し、広く活用されるよう環境の整備を図る
ため、書誌学の専門知識や整理方法の技術修得を目的として、各所蔵機関の図書館員等を対象に、平
成15年度から開始したもので、今年度で7回目である。第1回の平成15年度は、海外の図書館員等
を対象として5日間開催、16年度は国立国会図書館の協力を得て開催、17年度からは、国立国会図
書館との共催で開催している。第2回（16年度）以降は、国内の図書館員等を対象に3日間開催し
ている。今年度は、平成22年1月20日（水）から22日（金）、当館で開催され、大学図書館26名、
公共図書館6名、計32名が受講した。
内容は、昨年と同様、日本古典籍の基礎知識、和古書目録の作成、データベース化の方法、近世の
出版と流通、くずし字の読み方、蔵書印の見方・読み方などの講義、当館及び国立国会図書館の和古
書目録規則の説明、古典籍資料の保存・管理法、貴重書紹介、書庫の見学などであった。
日程：平成22年1月20B(水）～22日（金）
場所：当館オリエンテーション室
受講者：32名
う3
【子ども見学デー】
小学生を対象とした「子ども見学デー」を8月4日（火）に開催した。「子ども見学デー」は、法
人化された平成16年度から開催しているもので、今回で6回目である。
今回は、今西館長の挨拶の後、当館がどのような研究をしているのかを見てもらうための館内見学、
休憩を挟み、入口敦志助教の「百人一首の話」の後、カルタ取り大会を行った。館内見学では展示し
ていた錦絵の複製を見学した。「百人一首の話」では、百人一首の成り立ちや、色々な種類のカルタ
の紹介があり、その後のカルタ取り大会では、当館外から3人の講師を招き、立烏帽子狩衣姿で宮中
歌会始めと同じ読み方で百人一首の和歌を読んでもらい、子ども達は熱心に取り組んだ。
日程：平成21年8月4日（火）14時00分～16時30分
場所：当館大会議室
内容：「百人一首の話」入口敦志（当館文学資源研究系助教）
カルタ取り大会「歌会始めで百人一首」青柳隆志（東京成徳大学人文学部教授）
兼築信行（早稲田大学文学学術院教授）
内池三郎（日本国語教育学会理事）
参加者:40名（内訳：子ども25名、保護者ほか15名）
【出版関係】
（1）平成21年度国文学研究資料館紀要の発行
当館教員の研究成果を社会に還元する一環として、年度毎に研究紀要を発行している。
平成21年度は、文学研究篇第36号（ページ数：156ページ)、アーカイブズ研究篇第6号（ペー
ジ数：176ページ）を刊行した。
（2）研究成果刊行促進制度
本制度は、当館の研究をより広く社会に還元するため、研究成果の出版を希望する当館の研究者に
対して、内容等を審査の上で、出版に要する経費の一部を当館が負担し、出版物の刊行を促進するこ
とを目的として実施している。
平成21年度は、2件の申請があり、学術企画連携部広報出版室において、外部委員を含めた審査
会を実施した結果、2件とも採択し、本制度を適用することとした。
○制度を適用した刊行物
①人情本辞典一江戸文政期、娘たちの小説
発行：平成22年1月15日
編者：国文学研究資料館
発行所：有限会社笠間書院
②アーカイブズ情報の共有化に向けて
発行：平成22年2月28日
編者：国文学研究資料館
発行所：有限会社岩田書院
（3）国文研ニューズの発行
当館の広報記事や研究内容を紹介する定期刊行物として年に4回発行する。
平成21年度は、15号～18号の4冊を発行し、関係機関に配布するとともに、催し物の際に来館者
に配布した。
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